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た、「一定の基準を満たす場合、韓国に拠点を持つ国内代理人を指定することが義務付

けられる」のですが、具体的な基準はまだ示されていません。36 条では、「利用者数、

売上高などが大統領令で定める基準に該当する者は」としています。罰則については

最高で 3000 万ウォン（約 300 万円）であり、日本の個人情報保護法違反の上限額と同

程度であるため、厳しい制裁とは言い難いです。 

 

技術講演会第 1 回 医療用マルチモーダルモデル  

(東京大学 原田 達也) 

 

 医療用のマルチモーダルモデルについて、簡単にお話しをさせていただきたいと思

います。 
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1. 医療 LLM 基盤の研究開発 

 

 マルチモーダルモデルとは何かという話ですが、これは Google が作った Gemini と

いうマルチモーダルモデルです。このマルチモーダルモデルは、自然言語の入力だけ

ではなく、画像や音声など、いろいろなものを入力して、モデル自体が知的に振る舞

っているというものになります。 

 例えば、この手書きの物理の問題ですが、これはノートに殴り書きをしたようなも

ので、画像なのです。絵があって、手書きでいろいろ書いてあります。人が滑ってい

くと最終的にはどのくらいの速度になりますか、というのを生徒が解いた解答で、こ

れが合っているかきちんとチェックしてくださいと、Gemini というマルチモーダルモ

デルに聞きます。もし間違っていたら、どう修正すればいいですか、それも教えてく

ださいと聞きました。すると、きちんと、この図の中の絵や手書きの文字を理解して、
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運動エネルギーの計算が間違っているから、きちんと解くとこのようになります、と

いうところまでやってくれます。 

 これは一般的なマルチモーダルモデルですが、これを医療に応用することを考えて

います。この真ん中は物理の問題の図になっていますが、これが CT の画像、MRI の

画像であり、医師が書かれた手書きの文字など、そこまでは想定はしていないですが、

様々な画像や音声のデータを入力して、これに関する質問を投げかけると、適切に答

えてくれるものを作りたいということです。 

 

 そのためには何が必要かというと、言語モデルがベースになります。これをベース

として、さらに医療用のマルチモーダルデータ、例えば CT の画像と所見文がペアに

なっているもの、ここでは 5 億ペアくらいのものを今は想定していますが、その画像

を使って、自然言語での医療用のモデルなどを拡張することによって、大規模なマル

チモーダルモデルを作ることになっています。 
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 これを開発する順番はややこしくて、医学部の学生の教育課程に似ていると思って

います。例えば、18 歳くらいまでは、学校でジェネラルな勉強をするわけです。物理、

化学、生物、数学もやることで、汎用的な基盤を持っているわけです。18 歳で医学部

に入ると、医学の汎用的な知識を勉強するわけです。卒業間近になると、どこの専門

医になるかを選び、そこで特化した知識を勉強していくことになります。このマルチ

モーダルモデルもまったく同じような手順を踏んで、学習させることが必要になりま

す。 

 ですので、このテーマ（2）の開発手順としての 1 番目は、汎用的なマルチモーダル

モデルの基盤を作ることを決めます。2 番目のステップとして、医師であればこのく

らい知っていないとまずいなというようなかたちで、汎用的な医療用のマルチモーダ

ルモデルを作ります。そのあとに、「特化型」と呼んでいますが、それぞれの診療科に

適合したマルチモーダルモデルにするということを行います。具体的には循環器やが

ん診療、保健行政としての健診などでの特化型のマルチモーダルモデルを作っていき

ます。 
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 この三つのステップを踏んでいくというところが、ランゲージモデルとは違います。 

 

 このマルチモーダルモデルはどう作るのかという話です。基本的には、言語モデル

が基盤となっています。モデルに対し、テキストを入れると、テキストが返ってくる

というモデルが言語モデルですが、これをマルチモーダルモデルにするには、画像と

質問を入れて、それに対する答えを出すようなモデルを考えてみます。 

 画像をそのまま入れても、違うモダリティなので言語モデルには直接的には入らな

いのですが、画像のエンコーダと呼ばれる画像の内容を理解するようなモデルを、1

個用意します。そして、そこで画像の内容を理解します。さらに、アダプターという

ところがあり、このアダプターを通じて、それを言語モデルに入力できるような形式

に変換します。 

 画像の内容を、単語のように変換するのが、アダプターです。そうすることにより、

画像の内容をあたかも言語、単語のように扱います。質問は言語ですので、そのまま

言語モデルに入ります。そうすると、入力されたテキストの内容と画像の内容を同列
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に扱うことができるため、その後は言語モデルがよしなに扱ってくれるということに

なります。 

 ここで重要になってくるのは、画像のエンコーダを医療用に作らないといけないで

す。これが一つ重要なことです。後は、このアダプターにどうやって学習させるかと

いうことも重要です。また、この言語モデルと画像エンコーダとアダプターを 1 個の

モデルとするのですが、1 個のモデルにしたときに、このままだと一般的過ぎるため、

これを医療用にチューニングするためのデータが必要になってきます。 

 

 まず、画像のエンコーダを学習させるためには、画像の内容を言語寄りに変換しな

いといけないです。そのために、画像とテキストのペアを大量に集めてくる必要があ

ります。 
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2. 医療 LLM の社会実装 

 

 これは英語ですが、目標としては、日本語の 50 億の画像と言語のペアを収集する予

定です。例えば、これも有名なデータセットですが、資料の画像はビンテージロボッ

トという単語がついていますが、このような感じの画像があったときに、こんな感じ

の画像とテキストのペアをわっとクローリングし、データを集めてきて、この画像を

言語寄りに変換するようなモデルを作ります。 

 次に、この全体のモデルに医療の画像を入れ、その医療の画像に関する質問を入れ

て、答えを出すということをやらないといけないため、医療画像に対する質問と答え

のデータセットを作らないといけません。 
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医療用のものを学習する前に、一般的な常識、こう聞いたらこう答えなければいけ

ないという常識も学習させなければいけないのですが、これも公開されている様々な

英語のデータセットがあるため、それを日本語に訳して扱っていこうと考えています。 
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 マルチモーダルモデルが難しいところは、今は画像とテキストの対応関係についた

話でしたが、扱うデータについては、それ以外にも 3 次元 CT 画像というものがあり

ます。人間を輪切りにしたようなデータで、その 1 枚、1 枚は 2 次元ですが、それを重

ねると 3 次元のデータになります。これはこれで、2 次元の画像とは別物なので、3 次

元のデータを言葉の空間に変換するようなエンコーダをさらに学習させる必要があり

ます。そして、このエンコーダを学習させたあとに、アダプターを通じて理解した内

容をあたかも単語のように変換して、言語モデルに入力するということを行わないと

いけません。 
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 先ほど、一般的な知識として、一般的な画像にこういう質問をしたら、こういう答

えが返ってきるようなデータセットが既にあり、それをうまく日本語に訳して使うと

いうお話をしました。しかし、医療用で、質問に対してきちんと答えを返してくれる、

きっちりとしたデータセットが存在しますが、多くないです。ですので、このプロジ

ェクトの中では、「J-MID」と呼ばれている日本医用画像データベース、これは画像と

テキストで 5 億ペアがありますが、これから、何か医療画像に対して質問をして、そ

れに返ってきた答えというようなペアを自前で作って、このモデルに学習させること

を考えています。 
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 ほかにも、このモデルで、3 次元のエンコーダというものを作らないといけないと

いうお話をしましたが、この 3 次元のエンコーダも、先ほどの J-MID のデータセット

を使って構築する予定です。 

 3 次元のエンコーダができると、資料の画像は筋骨格ですが、どこに大臀筋があり、

どこに小臀筋があるかというものを、パーツごとに分解します。そうすると各筋肉量

が定量的に測れますので、それを経時的な変化としてうまく捉えることにより、運動

器の疾患リスクや心血管の疾患リスクなど、様々なリスクを推定することが可能にな

ります。 



 551 

 

 このようなかたちで、汎用的な医療用のマルチモーダルモデルを作りますが、それ

を循環器、保険診療などに特化型で学習しています。特化型の例の一つとして、循環

器のものを説明します。例えば、どのようなことができるようになるかというと、循

環器の場合ですと、心電図と心エコーを入力して、これに関する質問をマルチモーダ

ルモデルにすると、答えが返ってくるものができて、心電図とレントゲンの情報をマ

ルチモーダルモデルに入れて、「何か問題はありますか」と聞くと、「心機能の低下が

疑われます。外来受診を検討してください」というような自然言語でのアウトプット

が返ってくるものができます。 
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 あと、これは健康診断ですが、心電図、心音、レントゲン、血液検査など、さまざ

まなマルチモーダルデータがあります。そういったものをモデルに入れることによっ

て、われわれが健診に行ったときは、その内容を総合的に判断して、分かりやすく、

平易な言葉で、現状について説明してくれるようなマルチモーダルモデルなどができ

るのではないかと考えています。   


